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平成27年度各会計予算を可決! ❷～❹

代表質問・一般質問で市政を問う！
　　一般質問は休日議会として行いました。

議会運営委員会が報告を行いました！
　　～高砂市議会政務活動費に係る報告書～

15

16

議会報告会を開催しました！

地方創生総合戦略策定等調査検討特別委員会を
設置しました！ ❺

❾～14

❺

３月定例会の日程　2月27日～3月30日（32日間）
2月27日　　　開会、市長の施政方針並びに
　　　　　　　提案理由の説明、諸報告
3月2～4日　質疑（補正関係分）
　　4～5日　委員会審査（補正関係分）
　　6日　　　委員長報告、討論採決（補正関係分）
　　　　　　　質疑、委員会審査、委員長報告
　　　　　　　討論採決（追加提案）、諸報告
　　9日　　　諸報告
　　10日　　　代表質問

第１回臨時会の日程　4月9日（1日間）
4月9日　　　開会、市長の提案理由の説明、質疑、委員会審査、委員長報告、討論採決、閉会

　　11～19日　質疑（当初関係分）
　　20日　　　委員会審査（当初関係分）
　　21日　　　一般質問
　　　　　　　（休日議会として開催しました）
　　23～27日　委員会審査（当初関係分）
　　30日　　　委員長報告、討論採決（当初関係分）
　　　　　　　質疑、委員会審査
　　　　　　　討論採決（追加提案）
　　　　　　　閉会

地方創生に関する勉強会を開催します。



（3月定例会）議 案 概 要
●可決した主な議案

議　案　名

損害賠償の額を定めることについて

高砂市総合政策に関する条例

高砂市国民健康保険事業基金条例

姫路市及び高砂市における連携中枢都市圏形成に係る連携
協約について

加古川市と高砂市との間におけるごみの処理に関する事務
の事務委託に関する協定を締結することについて

稲美町と高砂市との間におけるごみの処理に関する事務の
事務委託に関する協定を締結することについて

播磨町と高砂市との間におけるごみの処理に関する事務の
事務委託に関する協定を締結することについて

高砂市医療費助成条例の一部を改正する条例

高砂ユー・アイ・タウン福祉ゾーン活用施設整備基金条例
を廃止する条例

高砂市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用
者負担に関する条例

高砂市保育の実施に関する条例を廃止する条例

高砂市特別会計条例の一部を改正する条例

高砂市広域ごみ処理施設事業者選定審議会条例

工業用水管損傷事故に伴う損害賠償の額を定める
もの

市政の運営及び行政経営を効果的に推進するため、
必要な事項を定めるもの

国民健康保険事業のより健全な運営に資するため､
新たに基金を設けるもの

連携中枢都市圏である播磨圏域を形成するため､姫
路市との間において、連携協約を締結することに
ついて協議するもの

加古川市との間において、ごみの処理に関する事
務の事務委託に関する協定を締結するもの

稲美町との間において、ごみの処理に関する事務
の事務委託に関する協定を締結するもの

播磨町との間において、ごみの処理に関する事務
の事務委託に関する協定を締結するもの

福祉医療費助成制度について、幼児等に対する医
療費の助成における所得制限額の見直しを行うも
の

平成27年３月末をもって基金を廃止するもの

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利
用に関し利用者が負担する費用等について必要な
事項を定めるもの

高砂市保育の実施に関する条例を廃止するもの

東播臨海広域市町圏に属する２市２町で実施する
広域ごみ処理事業の円滑な運営と経理区分を明確
にするため広域ごみ処理事業特別会計を設置する
もの

東播臨海広域市町村圏における一般廃棄物を処理
するための施設の整備及び運営を行う民間事業者
の選定について、市長の諮問に応じ調査審議する
ため、高砂市広域ごみ処理施設事業者選定審議会
を置くもの

内　　　　容

●可決した補正予算（平成26年度）
議　案　名

第９回平成26年度高砂市一般会計補正予算

第３回平成26年度高砂市国民健康保険事業特別会計補正予
算

第３回平成26年度高砂市下水道事業特別会計補正予算

第３回平成26年度高砂市後期高齢者医療事業特別会計補正
予算

歳入歳出予算の総額に２億9905万7000円を追加し、
補正後の歳入歳出予算の総額は、365億4466万6000
円とする

歳入歳出予算の総額に１億2591万6000円を追加し、
補正後の歳入歳出予算の総額は、107億2799万円と
する

歳入歳出予算の総額に２億356万4000円を追加し、
補正後の歳入歳出予算の総額は、63億4271万8000
円とする

歳入歳出予算の総額に334万9000円を追加し、補正
後の歳入歳出予算の総額は、10億522万2000円とす
る

内　　　　容
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（3月定例会）議 案 概 要

議　案　名

第４回平成26年度高砂市介護保険事業特別会計補正予算

第３回平成26年度高砂市病院事業会計補正予算

第10回平成26年度高砂市一般会計補正予算

第11回平成26年度高砂市一般会計補正予算

歳入歳出予算の総額に297万1000円を追加し、補正
後の歳入歳出予算の総額は、63億9887万7000円と
する

収益的収入で病院事業収益を４億8055万9000円追
加し、68億1785万2000円とし、資本的収入を1635
万7000円減額し、５億740万7000円とする

歳入歳出予算の総額に1023万3000円を追加し、補
正後の歳入歳出予算の総額は、365億5489万9000円
とする

歳入歳出予算の総額に１億590万7000円を追加し、
補正後の歳入歳出予算の総額は、366億6080万6000
円とする

内　　　　容

●可決した予算（平成27年度）
議　案　名

平成27年度高砂市一般会計予算

平成27年度高砂市国民健康保険事業特別会計予算

平成27年度高砂市下水道事業特別会計予算

平成27年度高砂市後期高齢者医療事業特別会計予算

平成27年度高砂市介護保険事業特別会計予算

平成27年度高砂市広域ごみ処理事業特別会計予算

平成27年度高砂市水道事業会計予算

平成27年度高砂市工業用水道事業会計予算

平成27年度高砂市病院事業会計予算

高潮対策事業は原案訂正により400万円を減額し、
歳入歳出予算総額を322億3268万5000円と定める

歳入歳出予算総額を119億5948万1000円と定める

歳入歳出予算総額を70億1577万4000円と定める

歳入歳出予算総額を10億1955万1000円と定める

歳入歳出予算総額を67億1694万3000円と定める

歳入歳出予算総額を２億1560万3000円と定める

支出総額を28億8576万6000円と定める

支出総額を２億5635万5000円と定める

支出総額を70億5197万4000円と定める

内　　　　容

●可決した補正予算（平成27年度）
議　案　名

第１回平成27年度高砂市一般会計補正予算

第１回平成27年度高砂市介護保険事業特別会計補正予算

歳入歳出予算の総額に1556万1000円を追加し、補
正後の歳入歳出予算の総額は、322億4824万6000円
とする

補正後の歳入歳出予算総額を67億1694万3000円と
する

内　　　　容

●実施される主な事業
雨水管渠建設事業

落石防止事業

子どもに係る医療費助成制度

学童保育運営事業

ＪＲ曽根駅周辺整備事業

明姫南地区まちづくり推進事業

花と緑のフェスティバル事業

森はな先生顕彰事業

教育センター等改修事業

雨水ポンプ場の建設や主ポンプの増設

落石防止工事の積算を業務委託する

１歳から中学３年生まで所得制限を撤廃して完全
無料化を実施

保育時間を19時まで延長する

南池・時光寺準幹線道路の用地買収にむけ地権者
と協議を行い、引き続きＪＲ西日本とも協議する

特別指定区域等の指定に向けて取り組む

秋の菊花展覧会等に併せて市ノ池公園で開催

朗読講演会や幼稚園・保育園で大型紙芝居を実施

旧生石宿泊センターを改修し、平成28年４月から
活用する
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（3月定例会）議 案 概 要

（第１回臨時会）議 案 概 要

○平成27年度高砂市
　一般会計予算について
○平成27年度高砂市病院
　事業会計予算について

可決

○地方創生総合戦略策定等調査検討
　特別委員会を設けることについて 可決

可決

議 案 ・ 議 決 状 況

議 員 氏 名
（議席順）

注　議長は採決に加わりません。　※　記名投票の際、退場しました。

※ 高砂市議会会議規則 第70条第１項　議長が必要があると認めるとき、又は出席議員２人以上から要求があるときは、
　記名又は無記名の投票で表決をとる。

記 名 投 票 結 果 賛成…○　反対…×

池
本　
　

晃

北
畑　

徹
也

川
端　

宏
明

井
奥　

雅
樹

坂
辺　

勝
彦

大
塚　

好
子

入
江　

正
人

藤
森　

誠

今
竹　

大
祐

砂
川　

辰
義

迫
川　

高
行

森　
　

秀
樹

石
﨑　

 

徹

鷹
尾　

治
久

島
津　

明
香

福
元　
　

昇

横
山　

義
夫

生
嶋　

洋
一

木
谷　

勝
郎

鈴
木　

利
信

北
野
誠
一
郎

○ ○ ○ ○ × × ○
欠
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ × ※ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 注 ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ × × ○
席
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○

●請願及び陳情
議　案　名

「ウイルス性肝硬変・肝がんに係る医療費助成制度の創設
と身体障害者福祉法上の肝疾患に係る障害認定の基準の緩
和を求める意見書」の提出を求める請願

米価対策の意見書を求める陳情

ＴＰＰ交渉に関する陳情

２市２町広域ごみ処理施設建設に関する陳情

教育センター跡地利用に関する陳情

【継続審査中のもの】

政務活動費収支報告書、会計帳簿のウェブサイトでの公開
を求める陳情書

全会一致で採択

賛成少数で不採択

賛成少数で不採択

全会一致で継続

全会一致で継続

全会一致で継続

●実施される主な事業
事　業　名

橋りょう新設改良事業 通行止めになっている谷川橋の早期の安全通行再
開を目指して、工事のための設計委託料を計上する

審議結果

内　　　　容

ごみ減量化再資源化対策事業

汚水整備事業

一般廃棄物処理基本計画の見直し

市街化区域内の未整備地区の整備促進に努める

●可決した主な議案
議　案　名

訴訟の提起について
不当利得金等返還請求事件について、平成27年３
月30日に言い渡された判決に不服があるため控訴
するもの

内　　　　容

●可決した補正予算（平成27年度）
議　案　名

第２回平成27年度高砂市一般会計補正予算
歳入歳出予算の総額に1637万3000円を追加し、補
正後の歳入歳出予算の総額は、322億6461万9000円
とする

内　　　　容
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人　　　　　　事
●監査委員を選任するにつき同意しました。
 高砂市米田町 朝家　　修

●固定資産評価審査委員会委員を選任するにつき同意しました。
 高砂市中筋 石原　　仁

地方創生総合戦略策定、総合計画後期基本計画策定等について、調査研究を行う。

◎北野　誠一郎　　　○川端　宏明　　　池本　　晃
　井奥　雅樹　　　　　大塚　好子　　　砂川　辰義
　島津　明香　　　　　福元　　昇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎　委員長　　○　副委員長

地方創生総合戦略策定等調査検討特別委員会

　本委員会は、高砂市議会政務活動費の交付に関する条例の執行に対して、透明性と適正な運用について

さらなる向上を目指し、協議を重ねてきた結果、『政務活動費の手引書』を作成したので、高砂市議会会

議規則第102条に基づき、以下の通り報告する。

（略）

協議日数　10日

　　　　　　　議会運営委員会　10月24日、31日、１月６日、14日

　　　　　　　　　　　　　　　２月２日、16日　

　　　　　　　（代表者会　10月21日、30日、11月28日、１月６日）

（略）

まとめ

　本委員会は、各会派が合意のもとで一致した代表者会議の協議も踏まえ、昨年10月24日以降６回にわた

り政務活動費の透明性と適正な運用のさらなる向上をめざし協議を行ってきた。

　言うまでもなく、税を財源とした政務活動費であるとの真摯な姿勢のもと、高砂市議会として定めた使

途基準をこの度、『政務活動費の手引書』を作成し、改めて使途基準を明確にした。この『政務活動費の

手引書』に基づき今後も引き続き適正で厳格な運用を議会運営委員会として申し合わせた。

　特に、支出基準の厳格化、情報公開の推進、備品台帳への確実な記載等について踏み込んだ協議を重ね

てきた。

　なお、『政務活動費の手引書』については、基本的に２年ごとの見直し協議を行うことも確認した。

　最後に、委員の皆様並びに各会派代表者の皆様から貴重な意見をいただきながら今日まで協議を進めて

まいりました。その結果、従来に増して詳細で厳格な使途基準が出来上がりました。この手引書をもと

に、さらなる適正な執行に努めてまいりたい。

高砂市議会政務活動費に係る報告書（抜粋）

高砂市議会
　議長　生　嶋　洋　一　様

平成27年２月23日

議会運営委員会
委員長　砂　川　辰　義
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　総務常任委員会では　企画総務部、財務部、会計室、工事検査室、監査委員・公平委員会、消防本部、選挙管理
委員会、市議会に関わる事項についての審査を担当しております。

＜26年度関係＞
【条例議案】
高砂市総合政策に関する条例を定めることについてに関しては、まち・ひと・しごと創生法にそって、総合戦略
を策定することも盛り込まれており、今後の政策の根幹となるものです。
　多くの委員が積極的に、市民にわかりやすいように進めるべきとの意見が多数を占めました。

【一般会計補正予算】
歳出では、総合戦略・総合計画後期基本計画策定支援業務委託料、高砂市ＰＲ映像制作委託料、恩給及び退職年
金費、人件費の精査が主なものでした。
　歳入では　法人市民税が10億円増収となることの説明を受けました。
また、追加補正が示され、建設環境経済常任委員会と連合審査会を開催し、県道拡幅のための市有地売却につい
ての審査を行いました。
更に、最終日には、土地開発公社解散に伴う、残余財産の受け入れと、社会福祉法人高砂市社会福祉協議会から
の寄附が提案され、26年度一般会計の予算総額は36,660,806千円となりました。

＜27年度関係＞
【条例議案】
●高砂市教育長の勤務時間その他の勤務条件及び職務に専念する義務の特例に関する条例を定めることについて
は、文教厚生常任委員会との連合審査会を行いました。教育委員会の改革にかかわる重要なことであることから
活発な議論が繰り広げられ、教育委員会の中立性をいかに保つのかなど質問が相次ぎました。また、市長部局が
事務を行う事への疑問も投げかけられましたが、これまでも、企画総務部が教育委員会との調整を行っていたこ
とや、中立性を保つことの説明がありました。
●特別職の職員で常勤のものの給与に関する条例等の一部を改正する等の条例を定めることについては、現在の教
育長の任期終了後に新しい制度に移行するまで支給額は現状を維持することから、それまでに、高砂市特別職報
酬等審議会に諮るべきであるとの意見がございました。
●高砂市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例を定めることについては、人事院より給与の２％引き下
げと、地域手当が６％から10％へと引き上げることの勧告に従い、条文を改正するものですが、現在、条文では
地域手当を６％とありますが、附則事項として３％での支給となっております。今後、組合との交渉を重ねてい
くとのことですが、委員会では総額を他市と比較すべきとの意見がありました。給料表の見直しを含め検討を進
めていくとのことです。
●高砂市行政手続条例の一部を改正する条例を定めることについては、事例をあげ、説明を受けました。

【事件議案】
●姫路市及び高砂市における連携中枢都市圏形成に係る連携協約についての審議では、現在進めている東播臨海協
議会とのバランスを考えること、連携の中で埋没してしまわないか？などの意見がありました。高砂市の主体
性、独立性、自立性をしっかり踏まえ共同で取り組んでいくとの説明を受けました。

【一般会計当初予算】
歳出では、人件費、庁舎整備基本構想策定事業、牛谷急傾斜地落石防止事業、公共施設等総合管理計画策定事
業、社会保障・税番号制度（マイナンバー）システム整備事業、財政調整基金積立事業、減債基金積立事業、消
防高砂分署旧庁舎保存改修事業などが、議論の主な対象となりました。また、監査委員費において、監査業務の
制度の充実を求める意見を付けました。
　歳入では、地方消費税交付金に関しての質問が目立ちました。
【陳情】
政務活動費収支報告書、会計帳簿のウェブサイトでの公開を求める陳情書に関しましては、現在も当議会が取り
組んでいる状況であるため、全会一致で継続審議と決しました。

【事件議案】
●訴訟の提起について
この議案は、平成27年３月30日に言い渡された不当利得金等返還請求事件の判決に不服があり控訴を提起するた
めのもので、委員からは控訴理由や裁判の見通しについての意見が相次ぎました。

【補正予算】
●第２回平成27年度高砂市一般会計補正予算
　訴訟を提起するための訴訟委託料等の経費について審査しました。

委員会審査の概要報告

総務常任委員会

総務常任委員会（第1回臨時会）
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　当委員会に付託された以下の議案について、現地視察も行い、慎重に審査を行いました。

【条例議案】13件
●高砂市医療費助成条例の一部を改正する条例
●高砂市国民健康保険条例の一部を改正する条例
●高砂市福祉保健センターの条例の一部を改正する条例
●高砂ユー・アイ・タウン福祉ゾーン活用施設整備基金条例を廃止する条例
　基金を廃止するため。
●高砂市介護保険条例の一部を改正する条例
第１号被保険者の保険料の改定と介護予防・日常生活支援総合事業等に関する経過措置を定めるためのもので、
委員会においては介護予防について高砂市が主体となって行うため、早期に先進他市等を参考にして体制の整備
を行うことや利用者に対する通知などを早めに行い、混乱が生じないようにすべきであるとの意見が多く出まし
た。
●高砂市指定地域密着型サービスの事業に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例
●高砂市指定介護予防支援等の事業に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例
●高砂市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担に関する条例
●高砂市保育所条例の一部を改正する条例
●高砂市保育の実施に関する条例を廃止する条例
●高砂市立幼稚園保育料徴収条例の一部を改正する条例
子ども・子育て支援新制度の施行に伴い保育所、幼稚園及び認定こども園などを利用する児童の利用者負担額に
ついて、政令で定める額を限度として保護者の世帯の所得状況を勘案して市が定めることとされたために上記の
条例について審査を行いました。
委員会においては、保育園の入所について２件の認定が却下されたことについて議論となり、委員会として、新
制度導入後も高砂市の伝統である待機児童ゼロを守ることが重要であるとの総意を得ています。なお例えば規定
で市長への委任事項の条文の明確化により、新制度が定着するまで、定員の空き状況により期限付きで受け入れ
るなどの柔軟な対応や、一時預かりなど多様なサービスを充実すべきであるとの意見もありました。

【当初予算】５件
●平成27年度一般会計予算
●平成27年度国民保険事業特別会計予算
●平成27年度後期高齢者医療事業特別会計予算
●平成27年度介護保険事業特別会計予算
●平成27年度病院事業会計予算

【補正予算】７件
●第９回平成26年度一般会計補正予算
●第３回平成26年度国民保険事業特別会計補正予算
●第３回平成26年度後期高齢者医療事業特別会計補正予算
●第４回平成26年度介護保険事業特別会計補正予算
●第11回平成26年度一般会計補正予算
●第１回平成27年度一般会計補正予算
●第１回平成27年度介護保険事業特別会計補正予算について審査しました。

【請願】
●「ウイルス性肝硬変・肝がんに係る医療費助成条例の創設と身体障害者福祉法上の肝疾患に係る障害認定の基準
の緩和を求める意見書」の提出を求める請願は、全会一致で採択となり、意見書を提出しました。

【陳情】
●教育センター跡地利用に関する陳情は、全会一致で継続審査となりました。
教育センター跡地に関しては、高砂市議会として、都市基盤整備委員会の報告書でも整理を行う必要があるとの
方向性が示されている。3,228名の署名が集まったことに関しては委員会としても重く受け止めているが、現在
高砂市としての方向性が示されていない。この土地についてはさまざまな課題を抱えており、跡地の利用につい
ては地元住民等との十分な協議が必要であり、今抱えている課題を整理して高砂市としての方向性を示してもら
うためにも今回は継続審査としました。

文教厚生常任委員会
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　当委員会に付託された以下の議案について現場視察も行い慎重に審査を進めました。

【条例議案】３件
●高砂市市営住宅の条例の一部を改正する条例
●高砂市手数料条例の一部を改正する条例
●高砂市建築手数料条例の一部を改正する条例
上記の条例改正３件のうち、主に手数料条例にかかる長期優良住宅制度については、認定手数料がかかるものの
税法上のメリットがあることや、住宅性能評価書の取得状況と年間推移を確認しました。

【事件議案】２件
●損害賠償の額を定めることについて
市が企業に供給している工業用水管の破損事故により、一時的な代替措置として県工業用水を購入せざるを得な
くなった事から、企業に対し損害賠償を支払う必要が生じました。このような破損事故に至った経緯や過失責任
の所在をはじめ、賠償額の妥当性を審査し、今後の課題である道路地下埋設物の位置情報について市の管理体制
を確認しました。
●市道路線の認定について
開発行為等で発生した新たな路線等を市道認定とすることにより、維持管理のメリットがあることを確認しまし
た。また23路線の底地が民間からの借地である場合についての契約条件や返還請求があった場合の考え方につい
ても確認しました。

【平成26年度　高砂市一般会計補正予算】
●第９回　平成26年度高砂市一般会計補正予算のうち当委員会に付託された主な内容について
国の補助金を活用したプレミアム付き商品券による消費喚起型の市内消費活性化事業をはじめ、地方創生先行型
となる地域産品開発・販路開拓支援事業、空き家・空き店舗の活用、観光推進事業、ふるさと創生組織構築推進
事業に向けての市の取り組みや協力団体の状況ならびに補助金のあり方を確認し、これらの地域活性化事業が有
効かつ最大の効果を生み出せるのかを細部にわたり審査しました。

【平成27年度　高砂市一般会計予算】
　当委員会に付託された主な内容について
・コミュニティバスの平成27年度ルート再編について、図書館などの新たな施設を単に連絡するのではなく他市の
事例も参考に福祉や高齢者対応も含めた検討が必要であるとの指摘をしております。
・北浜トンネルの長寿命化工事について、通学時間帯の安全性確保、交通への影響について確認しました。
・平成28年度開設予定の高齢者大学への歩行者自転車アクセス道路として整備される米田88号線について審査しま
した。
・環境基本計画の位置づけや策定にあたっての市民からの公募等について確認しました。
・家庭用燃料電池システム設置補助について、国の補助や県の低利融資制度などを確認し地球温暖化対策法上の数
値にどれだけ寄与するのか、太陽光発電からの方針転換についても確認しました。
・治水対策事業の進捗状況や中長期の財政計画に沿って内容を十分に審査しました。また、高潮対策事業について
は不確定要素が多く、手続き上の整理すべき点を指摘しております。

【平成27年度　高砂市下水道事業特別会計予算】
・市街化区域のうち下水道整備が完成に近づいているなか、中期経営計画に基づいた料金の設定などの課題や、治
水対策の一環であるポンプ施設の増強や維持管理事業の費用について、中期財政計画と照合のうえ審査しまし
た。

【平成27年度　高砂市水道事業会計予算】
・当初より3300万円の赤字予算が計上されており、施設の維持や整備に関するものを含めた計画的な取り組みにつ
いて審査し、平成27年度に策定される中期経営計画での財政見通しについても確認しました。

【平成27年度　高砂市工業用水道事業会計予算】

【陳情】２件
●米価対策の意見書を求める陳情について審査し、国の米に対する直接的な補助金制度見直しや今後の所得補償制
度の動向を確認した結果、賛成者なしで不採択と決しました。
●ＴＰＰ交渉に関する陳情について審査し、農産物５品目その他の懸念材料があるものの、国益と国益の大事な交
渉事であり国際的に孤立しないためにも交渉は必要であるとの意見のもと、本陳情の主旨である交渉からの撤退
については賛成者なしで不採択と決しました。

●第２回　平成27年度高砂市一般会計補正予算
谷川橋（現在通行止）の設計予算900万円について補修の工法によるコストや健全度の比較など委託内容の検討
とともに住民への周知徹底や安全対策、周辺工事との調整についても審査しました。

建設環境経済常任委員会

建設環境経済常任委員会（第１回臨時会）
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広域ごみ処理施設対策特別委員会
　事件議案３件、条例議案２件、第９回平成26年度一般会計補正予算、平成27年度一般会計予算、平成27年度広域
ごみ処理事業特別会計予算、陳情１件について審査しました。

【事件議案】３件
　①加古川市と高砂市②稲美町と高砂市③播磨町と高砂市との間において、ごみ処理に関する事務の事務委託に関
する協定を締結する議案です。
この議案は地方自治法で定められた議決権を要するものではありませんが、重要な案件なので議決することに
なりました。

【条例議案】２件
　①２市２町（加古川市・高砂市・稲美町・播磨町）で実施する広域ごみ処理事務の円滑な運営と経理区分を明確
にするため、高砂市に広域ごみ処理事業特別会計を設置する議案です。

　②一般廃棄物を処理する施設の整備及び運営を行う民間事業者の選定について、市長の諮問に応じ調査審議する
ため、高砂市広域ごみ処理施設事業者選定審議会を置く議案です。

【平成26年度一般会計補正予算】
広域ごみ処理対策事業で周辺整備土地を競売で取得した土地に産業廃棄物が持ち込まれているために訴訟してい
ましたが、執行額の確定による減額します。

【平成27年度一般会計予算】
　広域ごみ処理事業特別会計が設置され、一般会計から本市の負担金をこの会計へ繰出します。

【平成27年度広域ごみ処理事業特別会計予算】
　職員の人件費、生活環境影響調査、土壌調査委託等です。
事務委託は平成27年４月１日から実施されますが、ごみ焼却場の周辺整備（道路・周辺整備用土地等）、職員体
制、中期財政計画への反映、将来負担比率への影響、地元説明会の状況などについて審査しました。
　
【陳情】１件
　２市２町広域ごみ処理施設建設に関する陳情
陳情の趣旨については、議会と同じ方向で一致しますが、ル―トとなる道路を含む地域の小学生にヘルメットを
無償配布することについては、当委員会では判断しがたいことから全会一致で継続審査としました。
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、
そ
れ
ら

を
相
互
補
完
し
て
い
く
中
で
、

地
域
で
の
完
結
型
医
療
の
推
進

を
図
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い

る
。

下
水
道
事
業
と
水
道
事
業

両
会
計
の
一
体
化
移
行
に

あ
た
っ
て
一
体
化
後
の
組
織
を

含
め
た
具
体
的
な
像
と
、
次
期

中
期
経
営
計
画
に
沿
っ
た
料
金

改
定
の
考
え
方
を
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、

平
成
28
年
４
月
の
公
営
企

業
会
計
へ
の
移
行
に
向
け
準
備

を
進
め
て
い
る
。
こ
の
移
行
に

あ
た
っ
て
は
、
水
道
事
業
所
と

下
水
道
部
を
統
合
し
、
上
下
水

道
部
に
経
営
部
門
と
技
術
部
門

の
２
室
を
配
置
す
る
組
織
を
検

討
し
て
お
り
、
こ
の
組
織
で
水

道
事
業
、
工
業
用
水
道
事
業
、

下
水
道
事
業
の
三
つ
の
会
計
を

そ
れ
ぞ
れ
執
行
す
る
。

　

ま
た
、
料
金
改
定
に
関
し
て
、

水
道
料
金
は
、
平
成
27
年
度
中

に
中
期
経
営
計
画
を
策
定
し
、

そ
の
中
で
給
水
費
や
基
幹
管
路

の
更
新
な
ど
を
勘
案
し
て
検
討

す
る
。

　

下
水
道
使
用
料
は
、
公
営
企

業
会
計
移
行
後
、
新
し
い
会
計

方
式
の
も
と
、
欠
損
金
が
生
じ

た
状
況
に
お
い
て
収
支
分
析
等

を
行
っ
た
上
で
検
討
す
る
。

Ｊ
Ｒ
曽
根
駅
利
用
者
の
不

便
解
消
の
た
め
、
そ
の
他

周
辺
整
備
に
積
極
的
に
取
り
組

み
、
市
民
の
安
全
確
保
や
利
用

者
の
利
便
性
を
図
る
べ
き
と
考

え
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

平
成
27
年
度
に
お
い
て
、

駅
周
辺
整
備
の
方
向
性
を

決
定
し
、
12
月
議
会
ま
で
に
は

報
告
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

橋
上
駅
が
困
難
な
場
合
で
も
、

不
便
解
消
の
た
め
何
ら
か
の
整

備
が
必
要
と
考
え
て
お
り
、
引

き
続
き
南
北
通
行
等
の
方
策
に

つ
い
て
は
検
討
し
て
い
る
。

問問問問問問

問問

問問

問問

答答答答

答答

答答

答答答答
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平
成
27
年
度
市
長
の
施
政
方
針・提
案
に
つ
い
て

（
こ
れ
か
ら
の
都
市
経
営
戦
略
を
軸
に
考
え
る
）

未
来
ネ
ッ
ト　
　

北
野　

誠
一
郎

◇
地
方
創
生
・
総
合
戦
略
策
定

の
前
提
は
正
確
な
自
己
分
析
が

必
要財

政
運
営
の
考
え
方

「
健
全
か
つ
持
続
可
能
な

財
政
運
営
を
目
指
す
」
と

あ
る
が
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ

う
な
取
組
を
行
う
の
か
。

事
業
の
見
直
し
、
あ
る
い

は
事
業
方
式
や
実
施
方
法

を
検
討
す
る
こ
と
で
事
業
費
の

圧
縮
、
ま
た
予
算
編
成
に
お
い

て
経
常
的
な
歳
出
は
経
常
的
な

歳
入
で
賄
い
、
予
算
執
行
に
当

た
っ
て
は
効
率
化
を
図
る
取
組

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

行
政
改
革
に
つ
い
て

平
成
26
年
度
人
事
院
勧
告

に
基
づ
く
給
料
平
均
２
％

の
削
減
は
な
ぜ
一
般
職
だ
け
で

特
別
職
は
削
減
し
な
い
の
か
。

来
年
度
開
催
予
定
の
特
別

職
報
酬
等
審
議
会
に
お
い

て
、
一
般
職
の
減
額
改
定
等
の

資
料
も
示
し
た
う
え
で
、
特
別

職
の
給
料
月
額
に
つ
い
て
検
討

し
て
も
ら
う
。

「
ト
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
」

「
行
政
経
営
プ
ラ
ン
」
の

構
築
の
イ
メ
ー
ジ
は
出
来
上

が
っ
て
い
る
の
か
。

内
部
事
務
の
改
革
を
進
め
、

各
計
画
間
、
各
部
署
間
の

連
携
を
図
る
中
で
、
さ
ら
な
る

経
営
体
制
の
整
備
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

経
営
戦
略
と
し
て
の
教
育
・

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

◇
こ
れ
か
ら
の
都
市
間
競
争
・

地
方
創
生
で
は
「
子
育
て
支

援
・
教
育
の
施
策
を
充
実
し
、

ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図

り
、
子
育
て
世
代
の
市
内
定
住

化
・
人
口
減
少
対
策
の
戦
略
と

す
べ
き
」

子
ど
も・子
育
て
支
援
の
充
実

◇
教
育
施
設
（
幼
・
小
・
中
）

エ
ア
コ
ン
設
置
は
、
高
砂
市
の

教
育
の
質
を
向
上
さ
せ
る
教
育

環
境
の
整
備
と
し
て
早
急
に
取

り
組
む
べ
き
事
業
で
は
な
い
か
。

懸
案
課
題
に
つ
い
て

浸
水
対
策
の
見
極
め
に
つ

い
て
、
財
政
状
況
と
整
合

さ
せ
な
が
ら
、
事
業
の
優
先
順

位
、
取
捨
選
択
を
含
め
た
見
直

し
を
行
う
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

床
上
浸
水
被
害
解
消
完
了

予
定
年
度
で
あ
る
平
成
29

年
度
に
、
そ
れ
ま
で
実
施
し
て

き
た
浸
水
対
策
に
つ
い
て
、
事

業
の
効
果
の
検
証
を
行
い
、
そ

の
検
証
の
結
果
に
よ
っ
て
は
、

平
成
30
年
度
以
降
の
事
業
に
つ

い
て
判
断
し
て
い
く
予
定
と
し

て
い
る
。

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
と
新
市
庁
舎
建
設
計
画

で
は
、
施
設
の
統
廃
合
、
ダ
ウ

ン
サ
イ
ジ
ン
グ
が
問
題
と
な
っ

て
く
る
が
、
策
定
の
プ
ロ
セ

ス
・
公
表
の
時
期
は
い
つ
に
な

る
の
か
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。

策
定
に
つ
い
て
は
、
平
成

27
年
度
及
び
平
成
28
年
度

の
２
カ
年
で
行
い
た
い
。
市
民

や
議
会
へ
の
説
明
に
つ
い
て
も
、

策
定
中
の
適
切
な
時
期
に
情
報

提
供
や
意
見
を
伺
い
な
が
ら
策

定
を
進
め
、
ま
た
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
等
で
も
意
見
を
伺
い

な
が
ら
、
平
成
28
年
度
の
策
定

後
、
速
や
か
に
計
画
を
公
表
す

る
。市

民
病
院
の
経
営
改
善

公
立
病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
つ
い
て

平
成
20
年
度
に
改
革
プ
ラ

ン
を
作
成
し
て
、
経
営
改

善
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
一
時
、

経
常
収
支
で
は
黒
字
化
し
た
が
、

一
昨
年
に
は
整
形
外
科
が
撤
退
、

昨
年
に
整
形
外
科
は
復
活
し
た

が
、
内
科
の
医
師
が
３
人
や
め

た
こ
と
で
、
再
び
経
営
状
況
は

悪
く
５
億
円
弱
の
赤
字
が
出
る

状
態
と
な
っ
て
い
る
。

経
営
改
善
プ
ラ
ン
の
策
定

に
つ
い
て

新
し
い
改
革
プ
ラ
ン
で
は
、

今
ま
で
の
経
営
の
視
点
で

あ
る
三
つ
、
「
経
営
の
効
率

化
」
、
「
再
編
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
」
、
「
経
営
形
態
の
見
直

し
」
以
外
に
初
め
て
経
営
を
外

れ
た
「
地
域
医
療
ビ
ジ
ョ
ン
を

踏
ま
え
た
役
割
の
明
確
化
」
が

盛
り
込
ま
れ
る
。

高
砂
市
民
病
院
の
果
た
す

べ
き
役
割
と
将
来
ビ
ジ
ョ

ン

高
齢
化
社
会
に
な
り
、
こ

れ
か
ら
高
度
急
性
期
以
外

に
で
も
一
般
の
急
性
期
と
回
復

期
と
い
う
の
が
非
常
に
大
事
に

な
っ
て
く
る
の
で
、
そ
の
分
野

で
十
分
力
を
発
揮
し
て
地
域
医

療
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
。

医
師
不
足
の
具
体
的
な
改

善
策
は
あ
る
か
。

大
学
以
外
に
も
今
ま
で

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
民
間
医

局
、
先
輩
後
輩
、
知
人
の
紹
介

な
ど
を
や
っ
て
き
た
が
、
県
が

地
域
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
を
つ

く
り
、
修
学
資
金
を
出
し
て
、

僻
地
医
療
に
貢
献
す
る
地
域
枠

と
い
う
学
生
を
確
保
し
て
お
り
、

そ
こ
に
も
医
師
派
遣
と
い
う
こ

と
で
、
依
頼
に
行
こ
う
と
考
え

て
い
る
。

問問

問問

問問問問問問問問

問問

答答問問答答問問答答

答答

答答答答答答 答答

答答

市
長
の
施
政
方
針
並
び
に
市
政

全
般
に
つ
い
て

公
明
党　
　

砂
川　

辰
義

財
政
運
営
に
つ
い
て

浸
水
対
策
は
当
初
よ
り
20

億
円
増
加
し
た
が
見
直
し

は
。

浸
水
対
策
事
業
の
効
果
に

つ
い
て
検
証
を
行
い
、
結

果
に
よ
っ
て
は
、
平
成
30
年
度

以
降
の
事
業
に
つ
い
て
判
断
し

て
い
く
。

統
一
的
な
基
準
に
よ
る
地

方
公
会
計
の
整
備
促
進
に

つ
い
て
。

予
算
編
成
や
事
業
選
択
等

に
活
用
し
て
い
け
る
ツ
ー

ル
と
し
て
い
き
た
い
。

財
務
書
類
の
作
成

①
発
生
主
義
・
複
式
簿
記
の
導

　

入
②
固
定
資
産
台
帳
の
整
備
に
つ

　

い
て発

生
主
義
の
採
用
で
、
現

金
主
義
で
は
見
え
に
く
い

減
価
償
却
費
等
の
コ
ス
ト
情
報

の
把
握
が
可
能
と
な
り
、
複
式

簿
記
の
採
用
で
単
式
簿
記
で
は

見
え
に
く
い
資
産
等
の
ス
ト
ッ

ク
情
報
の
把
握
が
可
能
と
な
る
。

　

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

策
定
業
務
委
託
を
平
成
27
年
度

か
ら
平
成
28
年
度
の
２
カ
年
の

債
務
負
担
行
為
で
予
算
を
計
上

し
、
こ
の
業
務
委
託
の
中
で
、

固
定
資
産
台
帳
の
整
備
を
平
成

27
年
度
中
に
完
成
さ
せ
る
予
定

で
あ
る
。

地
方
創
生
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

地
方
版
総
合
戦
略
の
策
定

は
地
域
住
民
の
知
恵
と
発

想
が
大
事
だ
。
考
え
は
。

基
礎
調
査
と
し
て
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
自

治
会
等
の
団
体
に
対
し
て
意
識

調
査
も
行
い
、
各
地
域
の
課
題

を
洗
い
出
し
、
総
合
戦
略
の
中

に
反
映
し
て
い
き
た
い
。

ノ
ウ
ハ
ウ
や
人
材
の
確
保

は
。

市
民
か
ら
委
員
を
募
り
、

市
民
団
体
等
の
方
々
を
は

じ
め
、
産
官
学
金
労
言
の
各
界

の
多
様
、
多
彩
な
人
材
の
方
に

委
員
と
な
っ
て
も
ら
う
予
定
で

あ
る
。人

口
減
少
を
食
い
止
め
る

に
は
、
若
い
世
代
が
住
み
、

定
住
す
る
こ
と
が
大
事
。
結

婚
・
出
産
・
子
育
て
環
境
や
教

育
環
境
の
整
備
が
必
要
。

高
砂
市
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
に
基
づ
き

各
施
策
を
実
施
す
る
。
ま
た
、

制
度
の
導
入
を
契
機
に
、
小
中

学
校
義
務
教
育
に
つ
な
が
る
就

学
前
教
育
や
子
育
て
制
度
を
充

実
さ
せ
、
子
育
て
し
や
す
い
高

砂
市
に
な
る
よ
う
努
め
る
。

連
携
中
枢
都
市
圏
構
想
と

周
辺
自
治
体
と
の
連
携
に

つ
い
て
。

姫
路
市
と
そ
れ
ぞ
れ
独
立

的
、
主
体
的
な
取
組
を
基

本
に
、
企
業
、
大
学
及
び
金
融

機
関
な
ど
の
多
様
な
主
体
並
び

に
他
の
市
町
と
も
連
携
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
を
通
し
て
、
雇

用
の
創
出
、
定
住
の
促
進
、
地

域
の
活
力
向
上
を
図
っ
て
い
き

た
い
。豊

か
な
播
磨
の
復
権
に
ど

の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

播
磨
の
豊
か
さ
と
潜
在
力

を
最
大
限
に
活
か
し
、
圏

域
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
た

め
、
連
携
中
枢
都
市
圏
構
想
を

進
め
た
い
。

制
度
を
利
用
し
て
何
を
目

指
す
の
か
。

本
市
単
独
で
事
業
を
推
進

す
る
よ
り
も
広
域
事
業
と

し
て
連
携
す
る
ほ
う
が
、
よ
り

高
砂
市
の
発
展
と
市
民
の
く
ら

し
の
向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
事
業
を
進
め
て
い

く
。

企
業
誘
致
は
。

県
の
動
向
等
を
見
据
え
た

う
え
で
、
高
砂
市
企
業
立

地
促
進
条
例
に
基
づ
く
指
定
地

区
の
追
加
な
ど
、
市
の
施
策
を

検
討
し
て
い
く
。

高
砂
の
魅
力
・
発
信
拠
点
の

設
置
に
つ
い
て

地
域
活
性
化
の
拠
点
『
た

か
さ
ご
道
の
駅
』
設
置
に

つ
い
て
。

産
業
観
光
振
興
の
観
点
か

ら
、
道
の
駅
も
含
め
地
域

活
性
化
の
拠
点
と
な
る
べ
き
場
、

特
に
市
外
の
方
に
地
域
の
情
報

発
信
や
地
域
の
特
産
品
を
販
売

す
る
場
な
ど
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
非
常
に
関
心
を
強

く
持
っ
て
い
る
。

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

特
措
法
が
施
行
さ
れ
た
、

取
り
組
み
と
条
例
制
定
に

つ
い
て
。

国
、
県
の
動
向
を
確
認
し

な
が
ら
、
制
度
化
、
条
例

化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

教
育
行
政
に
つ
い
て

教
育
は
人
を
つ
く
り
、
そ

の
人
が
社
会
を
つ
く
る
。

教
育
こ
そ
最
も
確
実
で
堅
固
な

平
和
の
土
台
と
な
る
。
戦
後
70

年
の
観
点
か
ら
伺
う
。

高
砂
市
教
育
振
興
基
本
計

画
に
お
い
て
、
今
回
新
た

に
自
立
と
い
う
言
葉
を
加
え
、

知
・
徳
・
体
の
調
和
が
と
れ
、

自
立
し
て
、
生
涯
に
わ
た
っ
て

自
ら
の
夢
や
志
の
実
現
に
努
力

す
る
人
づ
く
り
を
目
指
す
。

問問問問問問 問問

問問問問

問問問問問問

問問問問問問

答答答答答答答答

答答答答

答答問問答答答答答答

答答答答答答

問問問

問

問

問

答答

答

答答

答

問問問

問

問問

答答答

答

答答
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問

問

問問問問

問

答問答問答

答

答答答 答

答

問問問 問

問問

問問問

問問問

答答答答

答答

答問答答答

答答答

「
夢
工
房
た
か
さ
ご
」
に
て

ど
う
夢
を
創
る
か　

ほ
か

明
風
会　
　

鷹
尾　

治
久

施
政
方
針
の
「
夢
工
房
た

か
さ
ご
」
に
つ
い
て
市
長

は
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
通

じ
、
市
民
が
ど
う
い
っ
た
夢
を

見
る
こ
と
が
で
き
、
「
住
ん
で

良
か
っ
た
」
と
感
じ
る
で
あ
ろ

う
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ

て
い
る
か
？

市
民
一
人
一
人
が
夢
を
持

ち
実
現
し
よ
う
と
努
力
し
、

み
ん
な
で
そ
れ
を
共
有
で
き
る

の
が
工
房
で
あ
る
。
工
房
で
は
、

持
ち
寄
っ
た
夢
ば
か
り
で
な
く
、

新
た
な
夢
も
想
像
で
き
、
実
現

の
た
め
の
協
同
も
生
ま
れ
て
く

る
。

　

市
民
の
夢
が
実
現
す
る
ま
ち

に
し
な
い
と
、
幸
福
度
の
高
い

ま
ち
に
は
な
れ
な
い
。
ま
た
、

住
み
や
す
い
、
住
み
た
い
ま
ち

に
は
な
り
得
な
い
と
い
う
ふ
う

に
思
っ
て
い
る
。

「
高
砂
に
住
も
う
」
と
決

断
さ
せ
る
た
め
に
、
何
が

近
隣
自
治
体
に
比
べ
て
ア
ピ
ー

ル
ポ
イ
ン
ト
か
？
ま
た
今
後
ど

う
い
う
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
を

創
造
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
？

コ
ン
パ
ク
ト
で
、
歴
史
と

伝
統
そ
し
て
最
先
端
の
技

術
が
同
居
し
て
い
る
。
こ
う
い

う
地
域
は
他
市
に
な
い
特
徴
で

あ
り
、
ア
ピ
ー
ル
と
い
う
こ
と

で
言
え
ば
、
ど
う
発
信
す
る
か
、

ど
う
伝
え
て
い
く
か
と
、
そ
の

手
段
や
テ
ク
ニ
ッ
ク
も
学
ん
で

改
善
し
て
い
く
。

人
口
、
財
政
、
高
砂
市
の

置
か
れ
た
状
況
、
あ
ら
ゆ

る
ト
レ
ン
ド
を
背
景
に
、
今
回

の
総
合
戦
略
策
定
に
関
連
さ
せ
、

数
年
を
か
け
て
じ
っ
く
り
と

「
１
０
０
年
先
の
高
砂
市
の
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
構
築
」
を
模

索
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
？

私
た
ち
が
目
指
す
ま
ち
づ

く
り
は
、
今
の
高
砂
市
民

に
良
い
評
価
を
し
て
も
ら
う
と

と
も
に
、
未
来
の
高
砂
市
民
に

も
良
い
評
価
を
し
て
も
ら
え
る

ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

い
つ
の
時
代
で
あ
っ
て
も
地

方
行
政
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、

市
民
福
祉
の
向
上
で
あ
る
と
考

え
る
。
市
民
が
暮
ら
し
て
い
く

に
あ
た
っ
て
、
誰
も
が
住
み
よ

く
、
幸
福
感
を
持
っ
た
生
活
が

し
て
い
け
る
ま
ち
が
望
ま
れ
て

い
る
の
だ
と
考
え
て
い
る
。

施
設
管
理
は
、
〝
維
持
〞

管
理
で
は
老
朽
化
を
待
つ

だ
け
。
年
々
ニ
ー
ズ
を
反
映
し

〝
品
質
向
上
〞
管
理
を
徹
底
す

る
こ
と
が
重
要
と
思
う
が
、
い

か
が
か
？

そ
れ
ぞ
れ
施
設
に
は
求
め

ら
れ
る
機
能
が
あ
る
。
そ

の
機
能
を
果
た
し
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
改
善
す

る
必
要
が
あ
る
。

高
砂
市
の
合
計
特
殊
出
生

率
（
女
性
が
一
生
に
生
む

子
ど
も
の
数
）
は
、
平
成
22
年

度
の
１
・
45
人
を
ピ
ー
ク
に
低

下
。
そ
れ
ま
で
当
市
を
下
回
っ

て
い
た
県
、
全
国
と
は
逆
転
。

当
市
で
は
平
成
22
年
度
は
８
０

０
人
台
、
そ
の
３
年
後
は
１
３

８
人
減
少
。
県
、
国
が
、
上
げ

基
調
を
実
現
す
る
中
で
の
下
げ

基
調
。
ど
う
分
析
し
、
原
因
を

ど
う
と
ら
え
て
い
る
か
？

平
成
22
年
の
１
・
45
を

ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
が
続

き
、
全
国
や
兵
庫
県
を
下
回
っ

て
い
る
。
こ
の
要
因
と
し
て
は
、

団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
の
女
性
の

年
齢
が
40
歳
代
と
な
り
、
20
歳

代
か
ら
30
歳
代
の
女
性
人
口
が

減
少
し
た
こ
と
に
伴
い
、
出
生

数
に
つ
い
て
も
、
平
成
22
年
ま

で
は
年
間
８
０
０
人
台
で
推
移

し
て
い
た
が
、
平
成
23
年
以
降

は
減
少
傾
向
が
続
き
、
平
成
25

年
で
７
０
４
人
ま
で
減
少
し
て

い
る
現
状
で
あ
る
。
厚
生
労
働

省
の
分
析
に
お
い
て
は
、
農
村

部
の
地
域
ほ
ど
高
い
傾
向
に
あ

り
、
本
市
で
は
、
交
通
機
関
や

就
業
先
が
多
く
、
都
市
型
傾
向

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
合
計
特
殊

出
生
率
が
低
く
な
っ
て
い
る
も

の
と
推
測
さ
れ
る
。

人
材
育
成
の
視
点
で
、
昇

格
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
割
の

合
わ
な
い
と
思
え
る
現
行
の
人

事
給
与
制
度
で
は
挑
戦
的
な
仕

事
を
す
る
人
を
育
て
る
こ
と
は

出
来
難
い
。
現
在
は
部
長
昇
格

を
「
よ
っ
し
ゃ
ー
！
」
と
思
わ

ず
「
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と

思
っ
て
し
ま
う
制
度
で
は
な
い

の
か
、
と
思
え
る
現
在
の
人
事

給
与
制
度
、
す
な
わ
ち
、
責
任

と
処
遇
が
一
致
し
て
い
な
い
仕

組
み
の
見
直
し
が
必
要
で
は
な

い
か
？職

員
が
ど
の
よ
う
な
認

識
、
意
識
で
働
い
て
い
る

の
か
、
し
っ
か
り
と
見
き
わ
め

な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。

問問問問問問

問問

問問

問問

答答答答

答答

答答答答

答答

市
制
60
周
年
記
念
事
業
の
総
括

に
つ
い
て　

ほ
か

民
主
ク
ラ
ブ　
　

横
山　

義
夫

60
周
年
記
念
行
事
が
多
く

実
施
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
内

容
を
ま
と
め
た
冊
子
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ

な
ど
を
作
成
し
て
、
全
国
に
発

信
、
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と

は
重
要
な
事
だ
と
考
え
ま
す

が
？

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
に
つ
い

て
、
報
告
を
ま
と
め
、
公

表
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト

や
事
業
の
記
録
を
後
世
に
残
し
、

伝
え
る
こ
と
は
大
切
で
あ
り
、

現
在
、
記
録
映
画
と
し
て
編
集

し
て
い
る
。
３
月
下
旬
に
は
Ｄ

Ｖ
Ｄ
が
完
成
す
る
予
定
で
、
今

後
の
資
料
と
し
て
保
存
す
る
と

と
も
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の

配
信
や
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
通

じ
て
放
映
し
て
い
き
た
い
。

特
に
日
本
三
奇
の
一
つ
で

あ
る
石
の
宝
殿
（
生
石
神

社
）
が
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ

た
こ
と
を
全
面
的
に
押
出
す
こ

と
が
必
要
で
は
？

平
成
27
年
度
に
整
備
方
針

を
つ
く
っ
て
き
ち
ん
と
見

て
も
ら
え
る
よ
う
な
整
備
を
し

て
、
外
に
向
か
っ
て
発
信
し
て

い
く
た
め
に
、
拠
点
と
な
る
観

光
分
野
の
中
で
、
そ
う
い
う
事

務
所
を
一
体
的
に
運
営
す
る
も

の
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
子
ど
も
議
会
が
小

学
生
、
中
学
生
に
よ
り

「
私
た
ち
が
考
え
る
高
砂
市
の

未
来
に
つ
い
て
」
実
施
さ
れ
ま

し
た
が
、
感
想
は
？

公
園
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど

外
で
の
遊
び
場
に
つ
い
て

の
要
望
や
意
見
が
多
く
出
さ
れ

る
な
ど
、
今
の
高
砂
市
を
ど
の

よ
う
に
見
て
、
ま
た
ど
の
よ
う

な
意
見
や
希
望
を
持
っ
て
い
る

か
を
実
際
に
聞
い
た
大
切
な
機

会
で
あ
っ
た
。

今
年
度
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い

て
60
周
年
記
念
と
し
て
、
多

く
の
記
念
行
事
、
後
援
・

協
賛
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
し
た

が
、
平
成
27
年
度
以
降
に
も
実

施
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
は
？

菊
花
展
覧
会
の
開
催
に
あ

わ
せ
、
11
月
の
初
旬
に
、

市
民
の
緑
化
意
識
の
高
揚
を
目

的
と
し
て
、
「
花
と
緑
の
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
市
ノ
池
公
園

で
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
「
子
育
ち
応
援
フ
ェ

ア
」
や
「
ふ
る
さ
と
創
生
組
織

構
築
・
推
進
事
業
」
と
し
て
、

60
周
年
記
念
と
し
て
実
施
し
た

イ
ベ
ン
ト
や
既
存
の
イ
ベ
ン
ト

と
ジ
ョ
イ
ン
ト
し
、
コ
ン
パ
ク

ト
に
ま
と
め
た
イ
ベ
ン
ト
を
検

討
し
て
い
る
。
内
容
は
検
討
中

だ
が
、
高
砂
市
の
Ｐ
Ｒ
が
で
き
、

高
砂
市
の
魅
力
が
感
じ
ら
れ
る
、

高
砂
市
の
食
や
文
化
、
観
光
な

ど
を
テ
ー
マ
と
し
た
イ
ベ
ン
ト

の
実
施
を
考
え
て
い
る
。
こ
れ

か
ら
も
高
砂
市
の
持
つ
す
ば
ら

し
さ
と
魅
力
を
全
国
に
発
信
し
、

多
く
の
人
に
高
砂
市
を
知
っ
て
、

見
て
、
好
き
に
な
っ
て
も
ら
い

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

上
下
水
道
の
料
金
値
上
げ
に

つ
い
て

◇
日
本
経
済
の
景
気
は
上
回
き
、

一
部
の
大
手
企
業
の
社
員
は
賃

金
増
額
が
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

大
半
の
勤
労
者
等
は
賃
金
増
額

が
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
電
気
・

ガ
ス
料
金
・
食
品
を
は
じ
め
と

す
る
物
価
は
確
実
に
値
上
が
り
、

多
く
の
市
民
は
生
活
が
厳
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。

水
道
料
金
の
値
上
げ
は
、

お
よ
そ
10
年
前
に
検
討
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
日
ま
で

値
上
げ
を
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

が
？

今
後
、
平
成
27
年
度
に
基

幹
管
路
の
耐
震
化
事
業
と

給
水
収
益
の
動
向
を
ふ
ま
え
て
、

次
期
中
期
経
営
計
画
を
策
定
す

る
中
で
水
道
料
金
の
あ
り
方
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

ま
た
下
水
道
使
用
料
は
平

成
19
年
度
に
約
33
％
の
値

上
げ
を
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、

今
後
の
下
水
道
使
用
料
の
見
通

し
に
つ
い
て
？

料
金
改
定
以
降
、
料
金
水

準
は
保
っ
て
お
り
、
改
定

す
る
状
況
に
は
な
い
。
平
成
28

年
度
に
、
下
水
道
事
業
は
公
営

企
業
会
計
に
移
行
し
、
こ
の
経

理
の
中
で
損
益
が
明
ら
か
に
な

る
の
で
、
現
在
の
料
金
水
準
が

下
降
し
、
欠
損
金
が
生
じ
た
状

況
で
料
金
改
定
を
検
討
す
る
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

災
害
時
の
職
員
の
安
否
確
認

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

自
転
車
保
険
の
加
入
促
進
に

つ
い
て

問問問問問問

問問

問問問問

答答答答答答

答答

答答答答
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一  　般  　質  　問
くわしい内容については図書館や各公民館に備え付けられている「兵庫県高砂市議会定例会会議録」をご覧ください。

（３月定例会の会議録は６月に完成する予定です。）

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
経
済
対
策
に

つ
い
て　

ほ
か

日
本
共
産
党　
　

大
塚　

好
子

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
も
た
ら

し
た
も
の
は
、
３
月
18
日

付
「
神
戸
新
聞
」
の
社
説
に
も

あ
る
よ
う
に
、
格
差
拡
大
と
景

気
悪
化
だ
け
と
い
え
ま
す
。
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
方
向
性
に
つ
い

て
市
長
は
ど
の
よ
う
な
認
識
を

お
持
ち
で
す
か
。

経
済
、
社
会
、
思
考
を
総

じ
て
減
衰
傾
向
か
ら
脱
却

し
、
活
力
を
つ
く
り
出
し
、
経

済
の
持
続
的
発
展
、
社
会
の
安

定
と
国
民
の
安
心
を
高
め
る
上

昇
気
流
を
つ
く
り
出
そ
う
と
し

て
い
る
と
評
価
し
て
い
る
。

連
携
中
枢
都
市
圏
構
想
に
つ

い
て

◇
姫
路
市
が
モ
デ
ル
都
市
と
し

て
連
携
中
枢
都
市
圏
に
指
定
さ

れ
高
砂
市
も
連
携
を
表
明
。
連

携
協
約
で
は
、
⒈
圏
域
の
牽
引
、

⒉
高
次
の
都
市
機
能
の
集
積
、

⒊
圏
域
全
体
の
生
活
関
連
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
記
載
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

関
係
市
町
の
対
等
・
平

等
・
自
立
の
ま
ち
づ
く
り

が
で
き
る
の
か
疑
問
で
す
。
道

州
制
に
向
け
た
制
度
だ
と
思
い

ま
す
が
市
長
の
お
考
え
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

要
綱
に
も
あ
る
よ
う
に
、

市
町
が
柔
軟
に
連
携
し
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の

も
の
で
あ
り
、
市
町
村
合
併
等

を
推
進
す
る
も
の
で
は
な
い
。

国
民
健
康
保
険
料
、一
人
一
万

円
の
引
き
下
げ
を
求
め
ま
す
。

保
険
料
を
引
き
下
げ
る
目

的
だ
け
の
一
般
会
計
か
ら

の
繰
り
入
れ
は
、
適
切
で
な
い

と
考
え
て
い
る
。

一
般
会
計
の
繰
り
入
れ
で
介

護
保
険
料
の
引
き
下
げ
を
求

め
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
っ

て
い
く
こ
と
は
、
反
面
保

険
料
の
増
に
つ
な
が
り
、
市
民

に
は
協
力
と
理
解
を
お
願
い
し

て
い
く
。

　

な
お
、
保
険
料
に
つ
い
て
は
、

所
得
段
階
区
分
を
11
段
階
か
ら

15
段
階
に
改
め
、
負
担
能
力
に

応
じ
た
よ
り
き
め
の
細
か
な
設

定
と
し
た
。
一
般
会
計
か
ら
税

金
を
繰
り
入
れ
る
こ
と
は
適
切

で
な
い
と
考
え
る
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
つ

い
て三

歳
児
の
幼
児
教
育
を
求

め
ま
す
。

三
歳
児
教
育
に
つ
い
て
は
、

一
時
預
か
り
事
業
と
と
も

に
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
結
果
を

さ
ら
に
具
体
的
な
形
に
し
て
、

平
成
28
年
度
か
ら
開
始
で
き
る

よ
う
に
検
討
し
て
い
く
予
定
で

あ
る
。学

童
保
育
の
条
例
で
定
め

た
面
積
が
確
保
さ
れ
て
い

な
い
学
童
保
育
所
が
あ
り
ま
す

が
対
策
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。
生
活
の
場
と
考
え
て

台
所
の
設
置
な
ど
施
設
の
充
実

を
求
め
ま
す
。

全
て
の
児
童
が
放
課
後
等

を
安
全
・
安
心
に
過
ご
し
、

多
様
な
経
験
、
活
動
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
放
課
後
子

ど
も
総
合
プ
ラ
ン
を
推
進
し
て

い
く
中
で
、
教
育
委
員
会
と
の

連
携
を
よ
り
強
化
し
、
施
設
の

改
善
や
整
備
等
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
い
く
。

２
市
２
町
の
ご
み
処
理
広
域

化
に
つ
い
て

住
民
と
の
合
意
の
な
い
ま

ま
推
し
進
め
て
い
る
計
画

は
白
紙
撤
回
を
求
め
ま
す
。

広
域
ご
み
処
理
施
設
の
建

設
候
補
地
が
高
砂
市
に
決

定
後
、
地
元
を
は
じ
め
市
民
に

本
事
業
に
対
す
る
理
解
と
協
力

を
得
る
た
め
、
伊
保
南
小
学
校
、

曽
根
小
学
校
の
体
育
館
で
の
市

民
説
明
会
を
は
じ
め
、
今
日
ま

で
延
べ
64
回
説
明
会
を
開
催
し
、

本
事
業
に
対
す
る
質
問
、
意
見

等
を
聞
い
て
お
り
、
意
見
に
対

す
る
解
決
策
に
つ
い
て
は
、
そ

の
都
度
説
明
を
し
て
い
る
。

　

今
後
も
説
明
責
任
を
果
た
し
、

周
辺
住
民
を
は
じ
め
市
民
の
理

解
を
得
て
、
事
業
を
進
め
て
い

く
。中

学
校
給
食
の
早
期
実
現
を

求
め
ま
す
。

残
る
５
校
に
つ
い
て
一
日

で
も
早
い
実
現
計
画
の
策

定
を
。中

期
財
政
計
画
に
計
上
し

て
お
り
、
平
成
31
年
度
、

平
成
32
年
度
の
２
年
間
に
分
け

て
順
次
導
入
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。
現
在
、
市
長
部
局
と
教

育
部
で
構
成
す
る
庁
内
検
討
委

員
会
で
実
施
方
式
や
施
設
建
設

場
所
等
の
よ
り
具
体
的
な
検
討

を
行
っ
て
い
る
。

問問

問問

問問問問

問問

答答問問答答答答

答答 答答

答答答答答答

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
育
む

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て　

ほ
か

迫
川　

高
行

子
ど
も
・
子
育
て
に
つ
い
て
条

例
を
制
定
し
、
全
市
的
な
取
り

組
み
を
推
し
進
め
る
こ
と
が
、
今
、

必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
ご
所
見

を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
に
基

づ
き
「
こ
ど
も
の
健
や
か
な
成

長
を
支
え
る
ま
ち
、
安
心
し
て
子
育

て
が
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
て
」
を

基
本
理
念
に
高
砂
市
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
を
策
定
し
た
。
現

在
の
と
こ
ろ
、
条
例
制
定
は
考
え
て

い
な
い
が
、
今
後
、
地
方
創
生
総
合

戦
略
の
策
定
に
お
い
て
、
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
が
重
要
な
一
つ
と
な
っ

て
く
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
必
要
性
等

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

家
族
介
護
支
援
の
充
実
に
向
け
て

本
市
に
お
い
て
、
家
族
介
護
者

の
支
援
の
充
実
に
向
け
て
、
早

急
に
よ
り
具
体
的
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
ご
所
見
を
お
聞
か

せ
下
さ
い
。

介
護
す
る
側
の
人
に
目
を
向
け
、

日
頃
の
見
守
り
や
助
け
合
い
な

ど
、
地
域
の
つ
な
が
り
づ
く
り
を
通

し
て
、
地
域
全
体
の
包
括
的
ケ
ア
の

推
進
に
努
め
て
い
き
た
い
。

不
妊
治
療
の
助
成
に
つ
い
て

市
と
し
て
、
不
妊
治
療
の
助
成

を
行
い
、
子
ど
も
を
求
め
る
ご

夫
婦
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
は

重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
ご
所
見

を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

子
ど
も
を
求
め
る
夫
婦
の
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
い
く
こ
と
は
重

要
で
あ
り
、
不
妊
治
療
に
対
す
る
助

成
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。

市
役
所
改
革
と
し
て
予
算
編

成
過
程
の
公
開
を　

ほ
か

井
奥　

雅
樹

新
年
度
予
算
の
新
規
事
業
の
項

目
や
予
算
の
骨
格
に
つ
い
て
、

も
っ
と
早
く
市
民
や
議
会
に
情
報
を

提
供
し
て
は
ど
う
で
す
か
。
予
算
編

成
過
程
を
公
開
し
て
い
る
千
葉
県
我

孫
子
市
、
概
算
を
発
表
し
て
い
る
明

石
市
な
ど
先
進
地
を
参
考
に
さ
れ
て

は
ど
う
で
す
か
。

予
算
編
成
過
程
の
公
開
は
、
市

民
参
画
の
観
点
か
ら
行
財
政
運

営
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
こ
と

は
承
知
し
て
い
る
。
先
進
地
の
事
例

を
参
考
に
し
な
が
ら
、
ど
う
い
う
お

知
ら
せ
が
で
き
る
の
か
、
今
後
研
究

し
て
い
き
た
い
。

せ
め
て
予
算
編
成
方
針
の
公
開

は
。

問問問問問問

問問問問問問 問問

答答答答答答

答答答答答答

問 答答

問答問問 答

答問答

問答
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問

問

問問

問

答問答答

答 答

答答答

予
算
編
成
要
領
等
、
市
が
発
出

し
て
い
る
も
の
は
今
で
も
公
開

し
て
い
る
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

は
公
開
し
て
い
な
い
た
め
、
来
年
度

か
ら
公
開
す
る
。

地
方
創
生
の
一
環
で
提
案
。

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
で
仕
事
づ

く
り
」
と
し
て
、
公
共
施
設
や
自
治

会
館
な
ど
の
屋
根
を
活
用
す
る
市
民

共
同
発
電
所
の
育
成
は
。

市
民
参
加
に
よ
る
太
陽
光
発
電

事
業
が
各
地
で
市
民
フ
ァ
ン
ド

と
し
て
展
開
さ
れ
て
お
り
、
運
営
主

体
、
資
金
の
調
達
方
法
、
配
当
の
方

法
な
ど
、
そ
の
仕
組
み
は
さ
ま
ざ
ま

で
あ
る
。
先
進
事
例
や
成
功
例
も
多

く
あ
る
が
、
運
営
主
体
や
運
用
方
法

に
課
題
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
研
究
し
て
い
き
た
い
。

ま
ち
の
動
線
に
関
し
て

川
端　

宏
明

高
砂
の
海
の
玄
関
で
あ
る
高
砂

港
、
堀
川
周
辺
に
海
の
駅
を
設

置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
観
光
や
工
業

製
品
を
含
む
地
元
特
産
品
を
紹
介
す

る
拠
点
と
し
て
、
こ
の
町
の
活
性
化

を
図
る
こ
と
は
効
果
が
あ
る
と
考
え

る
が
ど
う
か
？

堀
川
を
拠
点
と
し
た
場
合
は
、

歴
史
的
景
観
形
成
地
区
で
も
あ

る
高
砂
町
の
街
並
み
、
高
砂
神
社
に

近
く
、
観
光
の
拠
点
と
し
て
は
最
適

で
あ
る
。
新
た
な
特
産
品
の
開
発
に

よ
る
６
次
産
業
の
活
性
化
や
雇
用
の

推
進
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

沿
道
に
歴
史
的
な
も
の
や
、
素

晴
ら
し
い
景
観
が
望
め
る
西
国

街
道
や
浜
街
道
周
辺
を
観
光
に
活
か

せ
な
い
か
？

連
携
中
枢
都
市
圏
の
取
り
組
み

に
お
い
て
、
西
国
街
道
な
ど
の

旧
街
道
を
観
光
ル
ー
ト
と
し
て
設
定

し
、
情
報
発
信
す
る
こ
と
を
姫
路
市

や
関
係
市
町
に
提
案
し
て
い
き
た
い
。

じ
ょ
う
と
ん
バ
ス
に
福
祉
の
要

素
は
必
要
で
あ
る
。
充
実
を
図

る
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
？

　

ま
た
、
話
題
性
を
求
め
て
ぼ
っ
く

り
ん
を
プ
リ
ン
ト
し
て
は
ど
う
か
？

既
存
の
公
共
交
通
機
関
と
連
携

を
図
り
、
市
民
の
足
を
確
保
す

る
観
点
か
ら
、
市
が
負
担
金
を
交
付

し
て
い
る
。
財
政
面
で
の
制
約
も
あ

り
、
す
べ
て
の
要
望
を
満
た
す
こ
と

は
困
難
で
あ
る
が
、
今
後
も
改
善
を

め
ざ
し
て
い
き
た
い
。
ぼ
っ
く
り
ん

の
プ
リ
ン
ト
に
つ
い
て
も
検
討
し
て

い
く
。

市
民
が
協
働
す
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
し
く
み
づ

く
り
に
つ
い
て

島
津　

明
香

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
つ
い

て
、
現
在
意
見
を
提
出
す
る
人

も
少
な
く
、
有
効
に
機
能
し
て
い
る

と
は
言
い
難
い
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
や
対
象

と
な
っ
て
い
る
計
画
等
に
つ
い
て
、

さ
ら
に
市
民
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め

の
工
夫
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
民
へ
の
周
知
強
化
に
つ
い
て

は
、
広
報
誌
へ
の
掲
載
と
と
も

に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
も
、

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
バ
ナ
ー
の
配
置
や

ト
ピ
ッ
ク
ス
で
お
知
ら
せ
す
る
な
ど
、

目
に
つ
き
や
す
い
よ
う
に
努
め
て
い

く
。
新
聞
な
ど
報
道
機
関
へ
の
積
極

的
な
掲
載
依
頼
も
含
め
、
周
知
に
つ

い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
タ
イ
ミ

ン
グ
を
逃
さ
ず
に
行
っ
て
い
き
た
い
。

市
民
に
行
政
の
取
り
組
み
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
特
に

若
い
世
代
に
向
け
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
ア
プ
リ
、
た
と
え
ば
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
等
を
利
用
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

若
い
世
代
を
中
心
に
利
用
率
の

高
い
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、
情
報

発
信
手
段
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　

多
種
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
答
え

る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
に
よ
る

情
報
発
信
を
調
査
研
究
し
て
い
き
た

い
。

た
く
ま
し
い
子
ど
も
を
育

成
す
る
！　

ほ
か

石
﨑　

徹

情
緒
豊
か
で
た
く
ま
し
い
、
高

砂
市
の
次
世
代
を
担
う
子
供
を

育
成
す
べ
く
、
自
然
体
験
活
動
を
充

実
さ
せ
、
自
ら
考
え
行
動
す
る
力
や

様
々
な
人
と
の
交
流
で
、
健
や
か
に

生
き
る
力
が
育
ま
れ
る
活
動
を
！

子
ど
も
た
ち
が
人
や
自
然
、
地

域
社
会
と
ふ
れ
あ
い
、
主
体
的

に
判
断
、
行
動
し
、
問
題
を
解
決
す

る
力
や
生
命
に
対
す
る
畏
敬
の
念
、

共
に
生
き
る
心
を
育
む
な
ど
、
生
き

る
力
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
直
接
体
験
の
充
実
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
な
ど
と
の
協
同
関
係
を

高
め
、
そ
の
活
動
に
対
し
て
の
支
援
、

活
動
の
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
し
て
い
け

る
よ
う
今
後
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

奨
学
金
返
済
の
助
成
を
！

大
学
等
で
は
多
く
の
学
生
が
奨

学
金
を
利
用
し
ま
す
。

こ
れ
が
結
婚
や
将
来
へ
の
負
担
に

な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
そ
こ

で
若
者
が
安
心
し
て
将
来
設
計
で
き

る
よ
う
奨
学
金
の
返
済
を
助
成
す
る

制
度
を
作
っ
て
は
！

現
在
、
市
で
は
経
済
的
に
就
学

困
難
な
高
校
生
等
へ
の
給
付
型

の
奨
学
金
制
度
は
あ
る
が
、
市
や
日

本
の
未
来
へ
の
投
資
、
Ｕ
タ
ー
ン
施

策
と
し
て
大
学
生
等
へ
の
奨
学
金
の

給
付
や
返
済
に
対
す
る
助
成
に
つ
い

て
は
地
方
創
生
総
合
戦
略
策
定
の
中

で
、
税
金
を
使
っ
て
ど
こ
ま
で
で
き

る
か
を
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
。

◇
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
政

策
と
し
て
ご
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

経
済
成
長
と
格
差
に
つ
い

て　

ほ
か

木
谷　

勝
郎

市
民
税
の
状
況
か
ら
経
済
的
格

差
の
存
在
を
ど
う
評
価
し
ま
す

か
。

課
税
標
準
額
２
０
０
万
円
以
下

の
層
が
10
年
間
で
４
・
９
％
増

加
し
て
い
る
。
こ
れ
は
生
産
年
齢
人

口
が
減
少
し
、
年
金
生
活
者
が
激
増

し
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。

格
差
是
正
に
向
け
た
行
政
の
対

応
策
に
つ
い
て
、
福
祉
、
教
育

等
の
社
会
保
障
分
野
に
お
い
て
、
格

差
是
正
に
ど
の
よ
う
な
取
組
み
が
な

さ
れ
て
い
ま
す
か
。

国
や
県
の
施
策
に
上
乗
せ
し
、

福
祉
、
教
育
の
充
実
を
図
っ
て

き
た
。
経
済
的
格
差
や
貧
困
は
、
親

か
ら
子
へ
引
き
継
が
れ
る
こ
と
が
多

い
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ケ
ー
ス

に
応
じ
た
き
め
の
細
か
い
支
援
策
を

問問問問問問

問問問問問問 問

答答答答答答

答答答答答答

問問 答答答答

問問答答問問問問 答答

答答問問答答

問問答答
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実
施
し
て
い
る
。

高
砂
市
の
創
生
総
合
戦
略
に
対

し
て
経
済
成
長
は
ど
う
反
映
さ

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

出
生
率
の
向
上
、
高
齢
者
の
健

康
長
寿
を
図
る
と
と
も
に
、
生

産
年
齢
人
口
の
拡
大
を
図
り
、
若
年

層
の
安
定
し
た
雇
用
を
は
じ
め
、
女

性
、
高
齢
者
が
社
会
で
活
躍
し
、
能

力
を
発
揮
で
き
る
場
づ
く
り
を
行
う

こ
と
で
、
地
域
や
地
域
経
済
の
活
性

化
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
総
合
戦
略

づ
く
り
を
行
う
。

職
員
給
与
に
つ
い
て
、
地
方
公

務
員
法
の
原
則
に
従
い
、
総
額

及
び
経
常
収
支
比
率
を
勘
案
し
、
近

隣
市
町
と
の
均
衡
に
配
慮
し
て
決
定

す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

給
与
決
定
の
諸
原
則
の
も
と
、

本
市
独
自
の
事
情
や
近
隣
団
体

の
給
与
水
準
も
十
分
に
考
慮
し
て
決

定
す
る
こ
と
が
当
然
だ
と
考
え
る
。

広
域
ご
み
処
理
施
設
に
つ

い
て　

ほ
か

坂
辺　

勝
彦

終
戦
後
に
直
径
50
㎝
長
さ
１
m

ほ
ど
の
Ｔ
Ｎ
Ｔ
１
ト
ン
爆
弾
と

小
型
爆
弾
が
海
に
投
棄
さ
れ
、
埋
め

立
て
地
に
土
を
直
接
流
し
込
む
作
業

中
に
爆
発
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。
広

域
ご
み
処
理
施
設
建
設
予
定
地
の
爆

問問問問問問 答答答答

弾
調
査
は
行
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

調
査
実
施
の
有
無
に
つ
い
て
は

把
握
し
て
い
な
い
。
今
ま
で
実

施
し
て
き
た
美
化
セ
ン
タ
ー
敷
地
内

で
の
建
設
工
事
、
隣
接
し
て
い
る
浄

化
セ
ン
タ
ー
の
建
設
工
事
に
お
い
て
、

不
発
弾
等
が
出
て
き
た
と
い
う
事
例

は
な
い
。

文
科
省
の
小
中
学
校
の
道
徳
を

特
別
の
教
科
に
す
る
こ
と
は
、

子
ど
も
の
心
や
価
値
観
を
評
価
し
て

い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

平
成
24
年
度
、
兵
庫
県
教
育
委

員
会
か
ら
、
本
市
が
道
徳
教
育

の
推
進
地
域
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
を

契
機
に
、
10
年
単
位
の
長
期
的
な
展

望
に
立
っ
て
、
高
砂
市
道
徳
教
育
推

進
会
議
を
中
核
に
、
幼
小
中
が
連
携

し
て
全
市
的
に
道
徳
教
育
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　

今
後
、
新
学
習
指
導
要
領
が
告
示

さ
れ
れ
ば
、
評
価
や
指
導
要
録
、
教

科
書
等
の
位
置
づ
け
に
も
注
視
し
て

い
く
。県

下
11
市
６
町
（
41
.
４
％
）

で
実
施
し
地
域
経
済
活
性
化
の

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
創
設

に
つ
い
て
の
見
解
を
求
め
ま
す
。

助
成
対
象
者
が
住
宅
所
有
者
の

み
で
あ
る
こ
と
や
、
個
人
の
財

産
形
成
に
対
す
る
直
接
補
助
の
是
非

な
ど
の
課
題
が
あ
る
。
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
は
、
従
前
よ
り
あ
る
高
齢
者
住

宅
助
成
金
制
度
や
融
資
斡
旋
制
度
に

問問問問 答答答答 答答

よ
り
推
進
し
て
い
き
た
い
。

認
知
症
・
徘
徊
高
齢
者
対
策

鈴
木　

利
信

こ
の
た
び
は
、
11
万
７
千
円
の

徘
徊
高
齢
者
の
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
予
算
が
提
案
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　

高
砂
市
も
徘
徊
高
齢
者
の
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
置
に
よ
り
、
徘
徊

高
齢
者
の
捜
索
が
容
易
に
な
る
と
考

え
る
。
高
砂
市
の
取
組
内
容
と
近
隣

他
市
の
状
況
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

徘
徊
高
齢
者
の
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
他
市
町

で
は
現
在
15
市
町
が
県
内
で
実
施
し

て
い
る
。
各
市
町
と
の
連
携
は
、
県

の
ほ
う
で
行
方
不
明
と
な
っ
て
施
設

に
入
所
し
て
い
る
方
の
情
報
を
公
開

し
て
お
り
、
徘
徊
高
齢
者
に
つ
い
て

も
活
用
で
き
な
い
か
県
に
申
し
入
れ

し
て
い
き
た
い
。

こ
の
取
組
を
は
じ
め
る
に
あ

た
っ
て
、
高
砂
市
も
徘
徊
Ｓ
Ｏ

Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
模
擬
訓
練
を
実
施

し
て
、
徘
徊
高
齢
者
の
理
解
を
深
め

る
と
い
う
考
え
方
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
の

で
、
そ
の
際
の
実
施
に
向
け
て

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問問問問 答答答答

兵
庫
県
は
昨
年
３
月
末
に
、

「
若
年
性
認
知
症
の
方
が
使
え

る
社
会
保
険
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
作

成
し
た
。

　

高
砂
市
と
し
て
も
、
就
労
等
を
含

め
た
相
談
支
援
の
窓
口
が
必
要
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
す
が
、
高
砂
市
の

支
援
体
制
な
ど
の
現
状
等
や
今
後
の

対
応
等
、
お
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。兵

庫
県
に
お
い
て
は
、
ひ
ょ
う

ご
若
年
性
認
知
症
生
活
支
援
相

談
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。
本
市
に
お
い

て
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

日
常
生
活
全
般
に
つ
い
て
相
談
に
か

か
わ
っ
て
い
き
た
い
。

　

一
般
質
問
は
開
か
れ
た
議
会
の
一

環
で
休
日
議
会
と
し
て
行
い
ま
し
た
。

14
名
の
傍
聴
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

問問答答

平成27年３月30日に議決された下記の意見書を内閣総理大臣、厚生労働大臣、衆議院議長、参議院議長に対し
提出しました。

ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充を求める意見書
（要望事項）
１　ウイルス性肝硬変・肝がんに係る医療費助成制度を創設すること。
２　身体障害者福祉法上の肝疾患に係る障害認定の基準を緩和し、患者の実態に応じた障害者認定制度にする
こと。

内容については高砂市議会ホームページをご覧いただくか、高砂市議会事務局までお問い合わせください。

意見書を提出しました

14高砂市議会だより　2015（平成27）年６月　第182号



問問問 答答

問問 答答 答

問問 答答

問答

１．開催日時：平成27年２月22日（日曜日）　午前10時～12時

２．開催場所：高砂市役所南庁舎（５階）

３．当日参加者：11名

４．テーマ（発表者）
　　１）「政務活動費について」（発表者　議会運営委員会委員長　砂川辰義）
　　２）「ごみ処理施設広域化計画について」
　　　　（発表者　広域ごみ処理施設対策特別委員会委員長　入江正人）

５．アンケート結果
　　　１）参加のきっかけは？（複数回答可）
　　　　　①議会だより（３人）②広報たかさご（２人）③市議会ホームページ（１人）④新聞（３人）
　　　　　⑤口コミ（１人）⑥議会専用掲示板（１人）⑦その他（２人）
　　　２）今回の内容について　
　　　　　①分かり易かった（６人）②判り難かった（４人）③どちらとも言えない（１人）
　　　３）議会報告会の時間について
　　　　　①ちょうどいい（８人）②長かった（１人）③短かった（２人）
　　　４）議会報告会について
　　　　　①必要だと思う（11名）②必要ないと思う（０人）
　　　５）「議会だより」について
　　　　　①ほとんど読んでいる（３人）②一部読んでいる（６人）③ほとんど読まない（２人）

　当日は、より活発な意見交換を目的に、初めての試みとして、上記２テーマの説明の後は参加者に２つ
のグループに分かれて頂き、グループ別に意見交換を致しました。アンケートの「その他ご意見」の中に
は、開催回数増や分散方法の検討要望等今後の運営についてのご意見もあり、継続開催の中で検討してい
きたいと考えております。
　最後に、当日ご参加頂いた方々には御礼申し上げます。

高砂市議会　議会報告会
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議会だより
Topics

日　　程／平成27年1月29日・30日

遠賀・中間リレーセンターについて（福岡県遠賀郡）
　この施設は、平成15年度から計画され、遠賀・中間地
域広域行政事務組合（１市５町）で運営されています。
　遠賀郡、中間市のごみ収集車等からリレーセンターで
コンテナに積み替え、北九州市の焼却施設へ搬出すると
共に不燃ごみ・粗大ごみの粉砕、選別、有価物の資源回
収等を行う施設です。
　なお、コンテナ１台（約6.5t）でごみ収集車３台から
５台分のごみが搬送できます。
　リレーセンターの建設費は約40億円、平成25年度の運
営費は11億円弱と多額の経費がかかっています。

臨海工場について（福岡県福岡市）
　現在、高砂市で計画されている新ごみ焼却施設と同じ
連続運転式ストーカ炉で、福岡市のごみ焼却施設は現在
４ヵ所あり、全て同じストーカ炉で現在建設中のものも
同方式です。ストーカ炉は、都市ごみを安定して焼却し
ている実績から選ばれています。周辺整備施設として、
多目的広場、パークゴルフ場や余熱を利用した温海水
プール、ジム、スタジオなどがあります。
　また、本体施設は見学者用の通路も広く、博多湾が望
める展望スペースが設けてあり、市民のごみ処理への理
解とごみ減量・リサイクルを推進するための、展示ス
ペース等を備えた施設（３Ｒステーション）を設けてい
ます。

広域ごみ処理施設対策特別委員会　行政視察報告

　人口減少の克服と地域の活性化による地方創生が国や地方で最重要課題となっています。
　このため、まち・ひと・しごと創生法が制定され、市でも将来の人口ビジョンと５年間の施策（方向
性）を定める総合戦略が平成27年中に策定されます。
　市議会ではこの総合戦略策定等に当たり、地方創生総合戦略策定等調査検討特別委員会を設け、調査研
究を行っています。
　このたび、その一環として、市民の皆さまにもご参加いただける勉強会を開催します。
　ぜひ、ご参加ください。

と　き　６月６日（土）13時～15時
ところ　市役所南庁舎５階大会議室
テーマ　地方創生に向けた取り組み
　　　　「たかさご未来総合戦略に向けて
　　　　　　～地方創生『長期ビジョン』と『総合戦略』」
講　師　内閣官房まち・ひと・しごと創生本部事務局次長
　　　　若井　英二　氏

お問い合わせ　議会事務局　☎４４３―９０５１

地方創生に関する勉強会を開催します
開かれた議会

遠賀・中間リレーセンターについて（福岡県遠賀郡）

臨海工場について（福岡県福岡市）
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